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令和６年度 第１回北海道後志地域公共交通活性化協議会 

会議録（要旨） 

１ 概 要 

（１）開催日時 ：令和６年６月 27日（木）14:00 ～ 15:00 

（２）開催場所 ：北海道後志総合振興局２階講堂及びオンライン（Zoom） 

（３）議  事 ： 

ア 開 会 

イ 議 題 

（ア）委員の変更について【報告第１号】 

（イ）令和５年度 事業報告について【報告第２号】 

（ウ）令和５年度 決算報告について【報告第３号】
 

（エ）令和５年度の各施策・事業の実施状況及び令和６年度の予定について 

【報告第２号】 

（オ）北海道後志地域公共交通計画の目標達成状況について【報告第４号】 

（カ）令和６年度 収入支出予算（案）について【議案第１号】 

（キ）北海道後志地域公共交通計画の改定について【議案第２号】 

エ その他 

オ 閉 会 

 

２ 配布資料 

（１）次第・出欠席名簿・配席図 

（２）令和６年度第１回北海道後志地域公共交通活性化協議会議案書 

（３）【参考資料】北海道後志地域公共交通計画推進管理表 

 

３ 議事内容 

事務局から、報告事項である第１～４号について説明。議案第１号及び第２号につい

ては説明のうえ、委員に承認された。 

 

４ その他 

【全体を通し質問・意見等】 

（小樽商科大学）： 

毎回、バスドライバー確保に向けた同じような取り組みが行われているように感じる。 

人材確保に向けて、バスドライバーの再定義が必要なのではないだろうか。 現在の若い

人材は様々な職を経験したいという希望がある。厳しい仕事でも行いたいというニーズ

もあり、自ら起業する者もいるくらいだ。バスドライバーになることにより、様々な仕

事（業務）ができることを積極的に PRすれば魅力が増すのではないだろうか。  

（事務局：） 

 今後の政策や法定計画への反映に活かしていく。 

（札幌学院大学：） 

バスドライバーについて 2点ある。1点目は、広報など「バスドライバー確保に向けた

取組」にもう少し踏み込むべきではないかということ。前回の会議でも、高校生のアプ
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ローチを行うべきと発言したところ。長いスパンで見たときに、高校生に地域に残って

支えていただくためにアプローチをさらに強化していくべきだ。 

また、女性ドライバーへのアプローチも必要と思っている。シャワー等環境整備も必

要になってくることについて、事業者に任せるだけではなく、最低限補助を使うべきで

はないかと考える。 

  ２点目、資料 4-1③バスドライバーの数について、毎年年齢別バスドライバー数をヒア

リングして作成しているものと思うが、厳しい状況が見て取れる。しかし、状況が厳し

いことの認識で終わらないために、各事業者何歳のドライバーが何人在籍しているか、

何年後に何人退職するか、具体的に年度ごとに集計し、10年間分をまとめ、地域として

共有してはどうか。事業者ごとではなく、後志管内全体の数字でも良いし、場合によっ

ては、小樽市内、都市間、後志管内のドライバー別で集計するのも良いかもしれない。

具体的なデータを振興局が取りまとめれば、話が前に進むのではないかと思う。  

  バスだけに関わらず、ハイヤーもドライバー不足が深刻なため、同様に分析を行うの

が良いのではないか。 

（事務局：） 

データに基づいて政策を考えていくことは、重要なことと認識している。今先生から 

いただいたヒントを基に検討していきたいと考えている。 

 

【今後の予定】 

事務局から、今後の予定を説明した。 

（１） 計画期間の令和８年度まで、毎年度目標達成状況を把握するため、指標値を測定し、 

継続的にモニタリングするので、委員の皆様には御協力をお願いする。 

（２）次回協議会開催は、評価指標の進捗管理について今年度冬に対面又は書面開催を予

定。 

 


